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auでんき純増件数︓28,700件 (通期予想︓27,000件)
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21年3⽉期 ３Q サマリ

業績 増収増益

各事業

営業収益 ︓542億円 (YoY +6.7％)
営業利益 ︓121億円 (YoY +7.4％)

モバイル

FTTH

純増数 ︓10,900契約 (通期予想︓10,000契約）

純増回線数︓6,100回線 (通期予想︓5,000回線)

営業収益,利益ともに過去最⾼を更新

ライフデザイン

全ての事業で通期予想をクリア



百万円
20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q 増 減 増減率

営業収益 50,858 54,270 +3,411 +6.7%

営業利益 11,322 12,159 +836 +7.4%

経常利益 11,382 12,247 +865 +7.6%

当期純利益* 7,894 8,873 +978 +12.4%

EBITDA 16,259 17,446 +1,186 +7.3%

*親会社株主に帰属する当期純利益
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連結損益概況



14,842 16,368 

36,015 
37,901 

50,858 
54,270 

20.3期 上期 21.3期 上期

+3,411

11,322 
12,159 

20.3期 上期 21.3期 上期

営業収益・営業利益の状況

百万円
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電気通信

営業収益、営業利益ともに過去最⾼を更新

■営業収益 ■営業利益
+836

電気通信

附帯 附帯

+1,885

＋1,526

20.3期1-3Q 21.3期1-3Q 20.3期1-3Q 21.3期1-3Q



電気通信
(海底ケーブル除く)

海底ケーブルauでんき

20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q

事業法改正やコロナ影響により端末販売売上が減少したものの
新規事業のauでんき、海底ケーブルが売上に貢献し増収

50,858

54,270

+3,411

附帯
(auでんき除く) +2,665

+748

-1,138+1,136

・端末販売売上などの減

・契約数増加(モバイル)
・回線数増加(FTTH)

営業収益 増減要因

百万円

既存事業 –１ 新規事業 +3,413
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営業収益
(電気通信) その他

コスト等

営業関連
コスト

20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q

事業法改正やコロナ影響により端末販売売上が減少したものの
顧客基盤拡⼤による電気通信事業収益の増により増益

11,322
12,159

+836

営業収益
(附帯)

+1,794
+780

+1,526+1,885

・端末販売売上などの減
・auでんき売上の増

・契約数増加(モバイル)
・回線数増加(FTTH)
・海底ケーブル売上の増

営業利益 増減要因

百万円

６

・販売費⽤などの減
・端末販売原価の減
・auでんき原価の増

・減価償却費の増
・施設保全費の増

営業収益+3,411 営業費⽤+2,574



■営業利益■営業収益

11,322 12,159 

13,966 14,000 

20.３期 21.３期

50,858 54,270 

68,051 70,000 

20.３期 21.３期

進捗率
74.7％

進捗率
77.5％

百万円
(予)

(予)

７

進捗率
81.1％

進捗率
86.9％

業績予想対⽐

+1,949

通期業績予想に対し好調に進捗

+34

20.3期 21.3期

+3,411

20.3期 21.3期

+836

1-3Q 1-3Q



百万円
20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q 増 減 増減率

フリーキャッシュフロー 3,264 6,328 +3,064 +93.9%

関係会社への
貸付増減額を除く 1,061 8,927 +7,866 -

８

北⼤東島基地局

その他業績概況

設備投資(竣⼯) 2,663 3,026 +362 +13.6%



5,269

設備投資(竣⼯)

９

YoY
+362百万円
（+13.6％）

計画に沿った順調な進捗

2,663 3,026 

10,189 

5,900 

20.３期 21.３期20.3期 21.3期

進捗率
26.1％

進捗率
51.３％

(予)

百万円

海底ケーブル
20年3⽉に竣⼯
竣⼯額︓50億円超

1-3Q



モバイル
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総合ARPA(円) * 7,022 7,172 +150 +2.1%

au通信ARPA* 6,590 6,685 +95 +1.4%

付加価値ARPA* 432 487 +55 +12.7%

20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q 増 減 増減率

純増数 11,900 10,900 -1,000 -8.4%

総契約数 721,300 737,800 +16,500 +2.3%

携帯電話総販売数 169,200 161,700 -7,500 -4.4%

モバイル稼働概況・ＡＲＰＡ

11*UQモバイルおよびプリぺイドを除く

純増数は通期予想をクリア、ARPAは前期⽐増



4,700 3,800 
3,500 

5,600 

6,000 

3,200 

1,800 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
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20.3期 21.3期

予想を上回る純増数を確保したことにより
３Qで通期予想10,000をクリア（進捗率︓109％）

■四半期推移

-1,700
YoY

(-48.6%)

モバイル純増数

修正予想

11,900 10,900 

17,600 

10,900 

20.３期 21.３期

進捗率
67.6％

20.3期 21.3期

【通期進捗】

1-3Q

通期予想
10,000を

クリア

進捗率
109.0％



69.1%

70.1%

70.9%

72.1%

72.9%

73.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

20.3期 21.3期

721,300 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

モバイル稼働数推移・auスマートフォン浸透率
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モバイルの顧客基盤は順調に拡⼤
auスマートフォン浸透率は74.5％に到達

■モバイル累計稼働 ■auスマートフォン浸透率

20.3期 21.3期

+16,500
YoY

(+2.3%)

74.5%

737,800 



0.68% 0.68%

0.50% 0.59%
0.49%

0.58%
0.59%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

*データ専⽤端末、タブレット、モジュールを除く

0.59%

20.3期

解約率推移
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21.3期

事業法改正やコロナ影響が薄れ、他社の営業活動が
活発になっているものの、解約率は２Q横ばいを維持

YoY +0.09Ｐ



1.513
1.541

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1⼈当たりのモバイルデバイス数・au通信ARPA
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■1⼈当たりのモバイルデバイス数

20.3期 21.3期

6,635 
6,769 

20.3期 2Q 21.3期 2Q

■au通信ARPA

+134

+0.028
(+1.8%)

YoY

20.3期 3Q 21.3期 3Q

1⼈当たりのモバイルデバイス数の増により
au通信ARPAは前期⽐増



FTTH
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20.3期
1-3Q

21.3期
1-3Q 増 減 増減率

純増回線数 6,200 6,100 -100 -1.6%

累計回線数 101,500 108,900 +7,400 +7.3%

FTTH回線概況・ARPU

ARPU（円）※ 5,063 5,096 +33 +0.7%

※auひかりちゅらARPU
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純増回線数は前期同⽔準、ARPUは前期⽐増



2,400 2,400 

1,500 
1,300 

2,400 
2,200 

1,400 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

20.3期 21.3期

純増回線数

【四半期推移】

YoY
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予想以上の純増回線数を確保したことにより
通期予想5,000をクリア（進捗率︓122％）

【通期進捗】

6,200 6,100 

7,500 

6,100 

20.3期 21.3期

【通期進捗】

進捗率
８2.7％

20.3期 21.3期

-100
(-6.7%)

通期予想
５,000を

クリア

進捗率
122.0％

1-3Q
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ライフデザイン



6,300 

18,500 

28,100 
39,000 

47,200 

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
20.3期 21.3期

auでんき契約件数

【契約件数推移】
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サービス開始当初の計画45,000を2年前倒して達成
純増件数は通期予想27,000をクリア（進捗率︓106％）

6,300 

28,700 

18,500 

28,700 

20.3期 21.3期

【通期進捗(純増件数)】

20.3期 21.3期

進捗率
106.2％

1-3Q

通期予想
27,000を

クリア



ESG・SDGsへの取組み
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（環境・社会・企業統治）（持続可能な開発⽬標）



コロナ禍でのサポート①

オンライン診療システム最⼤⼿メドレーと連携強化
⽇本最⻄端、与那国島でオンライン診療実験を開始

与那国町診療所⾃宅

患者 医師

オンライン
診療

与那国町、与那国町診療所、
メドレー、当社が連携した実証
実験開始(20/12/16〜21/２/28)

※「CLINICS」は、㈱メドレーが提供するオンライン診療システム

■業界最⼤⼿と連携強化

■実証実験イメージ
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コロナ禍でのサポート②

留学⽣⽀援第2弾として琉球⼤学にiPadを無償貸与
新型コロナで学業に⽀障が出ている学⽣を⽀援

タブレット端末「iPad Pro」
46台を無償貸与、貸与期間中の
通信費は当社が負担(〜21/３/31)

■【参考】⽀援⾦贈呈
■通信⽀援

琉球⼤学へ通う留学⽣を対象に
1,670万円を贈呈(10万円/⼈)
2020年5⽉実施済
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昨年度のデータ収集・計測に加え、新たな取組を実施
市⺠の更なる健康増進を図る

地元貢献の取り組み①

JOTOホームドクター 厚労省
「通いの場アプリ」

健康チェックなどができる
⾼齢者向けのアプリ

スマートウォッチを活⽤し
ウォーキングを促す

宮古島auショップ
（2店舗）

ショップにて体組成計、
⾎圧計などによる計測

昨年度の取り組み 今年度新たな取り組み

プロジェクト期間
2021年1⽉4⽇〜２⽉28⽇

宮古島市⺠の健康増進
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地元貢献の取り組み②

⾸⾥城復興⽀援のため、楽曲ダウンロード分を含め
SYURI NO UTAプロジェクトに100万円を寄付

✔⾸⾥城復興⽀援に向けてSYURI NO UTAプロジェクトへ100万円を寄付
✔お客様が楽曲をダウンロードすることで⾸⾥城復興⽀援のために寄付できる仕組みを継続
ダウンロード専⽤サイト https://au-shurijoouen.com/
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地元貢献の取り組み③

沖縄アリーナへ国内初※となる先端技術を活⽤し
来場者の満⾜度・利便性の向上に貢献

●アリーナ⾯を360度取り囲むように60台の4Kカメラを設置、⽣成した映像を510インチ
のメガビジョンやテレビ・インターネットでのライブ中継、スマートデバイス等に送出
●通信技術を活⽤し、トイレ及び売店の混雑可視化

4D Cameras(FD10)

※多⽬的アリーナでは国内初の常設となる⾃由視点リプレイ「4DREPLAY」を設置 26



働き⽅改⾰

PRIDE指標
2016年6⽉に任意団体「work with Pride」が、企業・団体等の枠組みを超えて
「LGBT」の⽅々が働きやすい職場づくりを⽇本で実現することを⽬指し、策定した指標

3年連続
LGBT「PRIDE指標」
最⾼位「ゴールド」受賞

LGBTの「PRIDE指標」で最⾼位「ゴールド」を
３年連続受賞 働きやすい職場環境を構築
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脱炭素社会構築への貢献

CO2排出削減に向けた取組を開始、将来的には
通信インフラでのクリーンエネルギー活⽤を⽬指す

社⽤⾞43台中38台をハイブリット化
今後は、電気⾃動⾞導⼊予定

社員⾷堂で利⽤しているストロー
カップなどをプラスチックから紙へ変更

後日差替え
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その他のご報告
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⾃⼰株式の取得状況

⾃⼰株式の取得は順調に進捗
⾦額ベースでは買付上限の78％まで買付

⾃⼰株式取得の状況(20年12⽉時点)

株数ベース 37.4万株/60万株 (62％)⾦額ベース 15.5億円/20億円 (78％)

※取得期間︓2020/5/18~2021/4/23

78％

■⾦額ベース

62％

■株数ベース
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「JPX⽇経中⼩型株指数」2020年度構成銘柄へ選出
さらなる企業価値向上を⽬指す

「JPX⽇経中⼩型株指数」構成銘柄へ初選定

「JPX⽇経中⼩型株指数」(東京証券取引所、⽇本経済新聞社が共同で算出)とは、JPX⽇経インデック
ス400で導⼊した「投資者にとって投資魅⼒の⾼い会社」を構成銘柄とするとのコンセプトを中⼩型
株に適⽤することで、資本の効率的活⽤や投資者を意識した経営を⾏っている企業を選定するととも
に、こうした意識をより広範な企業に普及・促進を図ることを⽬指すものです。

東証を主市場とする普通株式(第⼀部、第⼆部、マザーズ、JASDAQ )

上位200社を
選出
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株主数の推移

株主数は個⼈株主を中⼼に1年半で3倍へ増加

5.8
7.2

11.8

19年３⽉末 19年９⽉末 20年３⽉末 20年９⽉末

■株主数推移
千⼈

3倍
17.9

株主数は1年半で

倍に増加
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修正予想
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連結損益（修正業績予想）

百万円
業績予想

通期
修正業績予想

通期 増 減

営業収益 70,000 73,000 +3,000

営業利益 14,000 14,500 +500

当期純利益* 9,900 10,500 +600

EBITDA 21,200 21,700 +500

*親会社株主に帰属する当期純利益
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その他業績（修正業績予想）

百万円
業績予想

通期
修正業績予想

通期 増 減

フリーキャッシュフロー 6,200 6,200 ±0

関係会社への
貸付増減額を除く 6,400 10,000 +3,600

設備投資 5,900 5,900 ±0
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修正サービスデータ予想①

予想
通期

修正予想
通期 増 減

純増数 10,000 10,000 ±0

携帯電話総販売数 203,000 220,000 +17,000

au通信ARPA* 6,550 6,700 +150

モバイル

*UQモバイルおよびプリぺイドを除く
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修正サービスデータ予想②

予想
通期

修正予想
通期 増 減

純増回線数 5,000 6,100 +1,100

FTTH

予想
通期

修正予想
通期 増 減

純増件数 27,000 34,000 +7,000

auでんき
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(百万円） 16.3⽉期 17.3⽉期 18.3⽉期 19.3⽉期 20.3⽉期 21.3⽉期
１-３Q

営業収益 62,656 63,017 65,176 67,013 68,051 54,270

電気通信事業 43,456 43,924 45,177 46,357 48,167 37,901

附帯事業 19,200 19,092 19,999 20,656 19,883 16,368

営業利益 11,212 11,703 12,449 12,949 13,966 12,159

フリーキャッシュフロー 3,183 2,976 3,859 4,607 3,056 6,328

関係会社への貸付⾦増減額を除く 6,878 8,572 6,562 5,410 2,856 8,927

設備投資（竣⼯ベース） 7,833 6,882 6,392 6,910 10,189 3,026

有利⼦負債残⾼ 743 459 481 302 420 336

(参考) 業績の推移
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●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で⼊⼿可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争
状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは⼤きく異なる場合が
ありますことをご承知おきください。

●本資料の⼀切の権利は当社に属しており、⽅法・⽬的を問わず、無断で複製・転載を⾏わないようお願い申し上げます。

お問合わせ先
沖縄セルラー電話株式会社
経営管理部 IR・経営戦略グループ
ＴＥＬ︓098-951-0639
E-mail︓oct-ir@au-mobile.com
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